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第３号議案  

2022 年度 自治体学会事業計画（案） 
 

Ⅰ 自治体学会くまもと大会の開催  

  第３６回大会を熊本県熊本市で開催する。企画実施は、企画部会が行う。  

    期  日：２０２２年８月１９日（金）、２０日（土）  

    会  場：熊本城ホール（熊本市中央区桜町 3－40）  

    テーマ：「火の国、水の国で描くこれからのまちづくり～記憶・経験を未来

につなぐ」  

    内  容：基調講演、分科会、研究発表セッション、ポスターセッション   

総会、学会賞表彰式、参加者交流の場、エクスカーション  

    特記事項     

   ・１９日に第３６回全国自治体政策研究交流会議が熊本市主催で開催さ  

    れる。  

   ・１９日、２０日開催の第３６回自治体学会くまもと大会は、会場使用  

について熊本市の支援を受けるため、熊本市と共催の形式をとる。  

・１９日に自治体学会の研究発表セッションを開催する。  

研究発表セッション終了後、学会賞表彰式を行い、同会場で参加者交

流の場を設ける。  

 

  ※「第３６回自治体学会くまもと大会」は、熊本市より、“熊本市における新型コロナ

ウイルス感染症の感染が拡大し、市の医療非常事態宣言、県のＢＡ.５対策強化宣言

が発令されている状況を踏まえ、自治体政策研究交流会議を中止する”ことが決ま

り、自治体学会の現地での開催は中止とすることになった。 

   その代替えとして、「第３６回自治体学会大会 on the WEB 2022」を「くまも  

と大会」のテーマおよび企画内容を継承し、オンライン会議により開催する。  

    期  日：２０２２年８月１９日（金）、２０日（土）  

    会  場：Zoom 方式を活用したオンライン会議    

内  容：１９日  研究発表セッション  

        ２０日  分科会  

    なお、基調講演、学会賞表彰式、参加者交流の場、エクスカーションは取り 

やめることとした。  

また、オンライン会議の配信拠点として、熊本大学の多大なご協力を得るこ  

ととなった。  

 

Ⅱ 総会・評議員会・理事会・各部会等の開催  

１ 総会の開催  

   大会にあわせて、総会を開催する。  
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但し、現地での大会開催は中止となりオンラインによる開催となったので、総

会は書面会議による開催とする。  

２ 評議員会・理事会等の開催 

理事会及び評議員会を適宜開催する。 

学会事業実施のため、企画部会、編集部会、地域支援部会、研究支援部会、総務 

部会、学会賞委員会、役員推薦委員会、学術問題検討委員会等を適宜開催する。 

 

Ⅲ 事業の実施 

１ 学会誌の発行 

学会誌「自治体学」を年２回（３６－１号、３６－２号）発行し、会員全員及び 

関係機関等に配付する。 

    学会誌の編集は、編集部会が行う。 

 

２ 学会賞の授与 

田村明まちづくり賞及び研究論文賞の募集を行い、優れた者を表彰する。あわせて、 

自治体学研究奨励賞も表彰する。選考は、学会賞委員会が行う。 

 

３ 研究活動への支援 

会員から、研究論文及び研究ノートを募集し、投稿論文等について、査読者による 

   査読結果をもとに、研究支援部会が、学会誌に掲載する研究論文、研究ノートを決定 

   する。会員の研究成果を広く知ってもらうため、学会誌に掲載した研究論文・研究ノ

ートを「J-STAGE」に掲載することを進める。 

 

４ 学会の活性化を目指した事業の実施 

自治体学会講演会等を地域支援部会が中心となって実施する。 

学会賞を受賞した“まちづくり活動”について、そのまちづくりを担う市民と連携

し、現地を訪問し“まちづくり活動”を学ぶ事業を実施する。 

新型コロナウイルス感染症により、対面での活動が制限されることを踏まえ、オン

ラインを活用した活動についても検討・実施する。 

   

５ 情報の提供、会員の交流促進 

ホームページによる情報提供、メーリングリスト、会員名簿等を活用し、会員相互

の交流に努める。 

 

６ まちづくり活動への支援 

（１）地域活動の支援 

会員が主体となって実施する地域活動のうちフォーラム等の開催及びその報告書 

の作成を支援する。 

（２）自治体学会の設立趣旨に適合する事業への名義後援 
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７ コロナ禍後の学会活動の検討 

   コロナ禍後の社会における様々な変化を見据え、学会運営及び大会のあり方等を

検討する。学会の活性化に向けて、リモート会議システム等の活用を検討する。同時

に、現場・現地に集まり交流・研鑽する活動も新たな展開を検討する。 

 

Ⅳ 運営 

１ 学会ガバナンスの確立 

機能的・合理的・行動的でコンパクトな学会運営を行う。 

安定的な学会活動のために、学会運営の諸課題への対応を図るとともに中期事業計

画をもとに学会の効果的・効率的な運営を進める。また、各部会でデジタル化の活用

を含め、事業の見直しを行う。 

 

 ２ 事務局の運営 

   保管資料の整理等事務局体制の見直しを進める。総務部会は、事務局を補助する。 

     

 ３ オンラインの活用 

   オンラインを活用した会議等を進める。 


